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近畿圏も、⽇々、空模様が変わる。太平洋の海⽔温が、まだ⾼いらしい。 

⽇常出会う雲、夏の名残の雲もあれば、初秋の雲、彼岸花も場所によっては終了。 

この 10 余年、どこに⾏くのも、⾸からカメラを離したことがない。 

これは、⽬や⼿⾜、学び。どこまで強がりが⾔え、体力五感訓練になるか、我が⾝への挑戦。 

雲の動きは早い。瞬きとの勝負と⾔っても過⾔ではない。 

 

 

 
 

 

   
 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜	
 

季節によっては、どこでも⾒られる光景だが、 

スナップ写真遊びは、切り撮りの問題。新しい光景との出会い。視覚と写真の違い。 

⽬は最⾼のレンズ、と再認識。⼤切にしたいと思う気持ちが強い。 

光の強弱、逆光、余分なものが写るのも困る。奥深く、難しいものだと思う。 

季節を感じる、やすらぎの秋模様。 

 

 

      
 

 

 

 


